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1.　縫い合わせにミシンを用いる場合，正し い手法に

よ るの とそ うで ない のとは，遅速 と成果 とに影響 するこ

と明らかである。こ とに縫いずまり と縫いずれ とは，直

接その成果の評定につながるから，布地に適正な針 と糸

とをえ らぶと ともに，いかなる手法が効果的であ るかを

考究し たもので ある。

2.　最 も普通に用い る婦人洋服地数種 につい て，合理

的 と思 う手法によっ たもの と，そ うでない ものとの縫い

ずれ，縫いずま りの差を求 めた。

3.　こ の研究 により， ミシ ンの使用法を全く未験の学

習者に指導する場合，時間 と成果の両面か ら，最 も効果

ある手法 によって練習 させ，手法を理解 するとともに よ

い手法を身につけさせ るこ とが，実物 の製作 の重要 な基

礎工作であるこ とを知るこ とが出来 た。


